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厚木市の結果概要（確定値） 
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※  本資料は以下の農林水産省及び神奈川県ホームページにおいて、公表されている資料を基 

に作成しております。 

 

●農林水産省ホームページ 

 2020 年農林業センサス 

 https://www.maff.go.jp/j/tokei/census/afc/2020/ 

  

●神奈川県ホームページ 

2020 年農林業センサス（農林業経営体調査）神奈川県の結果概要（確定値） 

 https://www.pref.kanagawa.jp/docs/x6z/tc50/nousen/nousen2020.html 
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単位（経営体、％）

農林業経営体 農業経営体 林業経営体 農林業経営体 農業経営体 林業経営体 農林業経営体 農業経営体 林業経営体

平成22年 854 851 12 15,832 15,612 421 1,726,751 1,679,084 140,186

平成27年 790 787 10 13,974 13,809 326 1,404,488 1,377,266 87,284

令和２年 691 682 13 11,490 11,402 139 1,092,120 1,075,580 30,700

増減率

平成27年/平成22年 △ 7.5 △ 7.5 △ 16.7 △ 11.7 △ 11.5 △ 22.6 △ 18.7 △ 18.0 △ 37.7

令和２年/平成２７年 △ 12.5 △ 13.3 30.0 △ 17.8 △ 17.4 △ 57.4 △ 22.2 △ 21.9 △ 64.8

厚木市 神奈川県 全国

区分

１ 農林業経営体（1-1） 

  農林業経営体数（令和２年２月１日現在）は 691 経営体で、平成 27 年に比べて 12.5％（99 

経営体）減少している。このうち、農業経営体は 682 経営体、林業経営体は 13 経営体となり、 

平成 27 年に比べてそれぞれ 13.3％（105 経営体）減少、30.0％（３経営体）増加している。 

農林業経営体及び農業経営体について、神奈川県及び全国において、平成 27 年に比べてそ 

れぞれ減少しているが、厚木市においてその減少率は、神奈川県及び国と比較して下回ってい 

る。 

表１ 農林業経営体数 

  
 
 
 
 
 

 

 

図１ 農林業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

２ 農業経営体（1-1） 

（１）組織経営体別農業経営体数 

   個人経営体数は、670 経営体で、平成 27 年に比べて 13.8％減少（107 経営体）した一方、

団体経営体数は 12 経営体で 20％増加している。また、団体経営体のうち、法人経営体数は

12 経営体数で、同様に平成 27 年に比べて 20％（10 経営体）増加している。 

平成２2 年 

平成２7 年 
令和２年 

平成２2 年 

平成２7 年 
令和２年 

令和２年 
平成２7 年 平成２2 年 

（単位：経営体） 
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単位：経営体

法人経営体

平成22年 851 841 9 9

平成27年 787 777 10 10

令和２年 682 670 12 12
増減率

平成27年/平成22年 △ 7.5 △ 7.6 11.1 11.1

令和２年/平成２７年 △ 13.3 △ 13.8 20.0 20.0

区分
個人経営体 団体経営体

厚木市

農業経営体

経営体数 構成比（％） 経営体数 構成比（％）
計 682 100.0 787 100.0
0.5ha未満 253 37.1 380 48.3
0.5 ～ 1.0 282 41.3 268 34.1
1.0 ～ 1.5 82 12.0 82 10.4
1.5 ～ 2.0 33 4.8 31 3.9
2.0 ～ 3.0 23 3.4 13 1.7
3.0 ～ 5.0 7 1.0 8 1.0
5.0 ～10.0 1 0.1 4 0.5
10.0ha以上 1 0.1 1 0.1

厚木市
令和２年 平成27年

単位（経営体、％）

経営体数 構成比（％） 経営体数 構成比（％）
計 11,402 100.0 13,809 100.0
0.5ha未満 4,129 36.2 5,072 36.7
0.5 ～ 1.0 4,036 35.4 4,998 36.2
1.0 ～ 1.5 1,726 15.1 2,094 15.1
1.5 ～ 2.0 771 6.8 907 6.6
2.0 ～ 3.0 489 4.3 509 3.7
3.0 ～ 5.0 167 1.5 162 1.2
5.0 ～10.0 70 0.6 57 0.4
10.0ha以上 14 0.1 10 0.1

神奈川県
令和２年 平成27年

単位（ha、％）

平成27年
530 11,262 3,451,444

令和２年
530 9,782 3,232,698

増加面積
0 △ 1,480 △ 218,746

増減率
0.0 △ 13.1 △ 6.3

区分 厚木市 神奈川県 全国

表２ 農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）経営耕地面積の状況（2-7） 

   農業経営体の経営耕地面積は 530ha（ヘクタール）で神奈川県及び全国が減少している 

中で、平成 27 年と同様の数値である。 

 

表３ 経営耕地面積 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）経営耕地面積規模別にみた農業経営体数の状況（2-2） 

   経営耕地面積規模別に農業経営体数をみると、神奈川県において最も多いのは「0.5ha（ヘ 

クタール）未満」の 4,129 経営体（構成比 36.2％）で、次いで「0.5ha～1.0ha」の 4,036 経 

営体（同 35.4％）となっている。厚木市において最も多いのは、「0.5ha～1.0ha」の 282 経 

営体（構成比 41.3％）で、次いで「0.5ha 未満」の 253 経営体（構成比 37.1％）となって 

いる。 

         表４ 経営耕地面積規模別の農業経営体数 
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厚木市
農業経営体
当たりの経営
耕地面積

農業経営体
当たりの借
入耕地面積

平成27年 0.8 0.2
令和２年 0.8 0.2

単位（ha）

神奈川県
農業経営体
当たりの経
営耕地面積

農業経営体
当たりの借
入耕地面積

平成27年 0.8 0.1
令和２年 0.9 0.1

図２ 経営耕地面積規模別の農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、厚木市において、経営耕地面積別に農業経営体数の増減率を見ると、平成 27 年に比

べて「0.5ha～1.0ha」、「1.5ha～2.0ha」及び「2.0ha～3.0ha」の層で増加している。 

 

図３ 経営耕地面積規模別農業経営体数の増減率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）農業経営体当たりの経営耕地面積の状況（2-6） 

   経営耕地のある農業経営体の１経営体当たりの耕地面積は 0.8ha で平成 27年と同様であ

る。 

表５ 農業経営体当たりの経営耕地面積の状況 
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厚木市

経営体数 構成比（％） 経営体数 構成比（％）

計 682 100.0 787 100.0

販売なし 166 24.3 227 28.8

50万円未満 236 34.6 282 35.8

50～100 103 15.1 84 10.7

100～300 97 14.2 105 13.3

300～500 29 4.3 24 3.0

500～1000 26 3.8 35 4.4

1000～3000 19 2.8 22 2.8

3000万円以上 6 0.9 8 1.0

平成27年令和２年

単位（経営体、％）

経営体数 構成比（％） 経営体数 構成比（％）

計 11,402 100.0 13,809 100.0

販売なし 1,818 15.9 2,193 15.9

50万円未満 3,031 26.6 4,032 29.2

50～100 1,551 13.6 1,698 12.3

100～300 1,958 17.2 2,415 17.5

300～500 821 7.2 934 6.8

500～1000 989 8.7 1,087 7.9

1000～3000 971 8.5 1,177 8.5

3000万円以上 263 2.3 273 2.0

神奈川県
令和２年 平成27年

（５）農産物販売金額規模別にみた農業経営体数の状況（2-3） 

   農産物販売金額規模別に農業経営体数をみると、神奈川県において最も多いのは「50 万 

円未満」3,031 経営体（構成比 26.6％）で、次いで「100～300 万円未満」の 1,958 経営体 

（同 17.2％）となっている。厚木市において最も多いのは「50 万円未満」の 236 経営体（構 

成比 34.6％）で、次いで「販売なし」の 166 経営体（構成比 24.3％）となっている。 

 

表６ 農産物販売金額規模別の農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 農産物販売金額規模別の農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）農産物販売金額第１位の部門別農業経営体数の構成割合（2-5） 

   農産物販売金額第 1位の部門別に農業経営体の構成割合をみると、厚木市において、最も

多いのは「稲作」の 51.9％で、次いで「露地野菜」の 22.3％、「果樹類」の 9.3％である。 
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単位（経営体）

農業経営体 構成比（％） 農業経営体 構成比（％） 農業経営体 構成比（％）

計 682 100.0 11,402 100.0 1,075,580 100.0

青色申告を行っている 410 60.1 6,996 61.4 382,007 35.5

青色申告を行っていない 272 39.9 4,406 38.6 693,573 64.5

厚木市 神奈川県 全国
区分

図５ 農産物販売金額第１位の部門別農業経営体数の構成割合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（７）農産物売上金額１位の出荷先別にみた農業経営体数の状況（2-19） 

   農産物売上金額第１位の出荷別に農業経営体数の構成割合をみると、厚木市において、農 

協へ出荷の割合が一番高い結果となった。全国においては、農協に次いで、農協以外の集出 

荷団体、消費者に直接販売となっているのに対し、神奈川県及び厚木市において、農協に次 

いで、消費者に直接販売が高い割合となっており、共に約 30％と、全国の 9.0％を上回る結 

果となった。 

図６ 農産物売上金額１位の出荷先別にみた農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（８）青色申告を行っている農業経営体（2-22） 

   青色申告を行っている農業経営体は410経営体で、農業経営体に占める割合は60.1％と、 

神奈川県の割合（構成比 61.4％）よりも低いものの、全国の割合（構成比 35.5％）に比べ 

て高くなっている。 

           表７ 青色申告を行っている農業経営体数 

 

 

 

計 516 

計 9,584 

計 978,109 

※計は農産物の販売があった経営体 
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単位（経営体）

農業経営体 構成比（％） 農業経営体 構成比（％） 農業経営体 構成比（％）

計 682 100.0 11,402 100.0 1,075,580 100.0

データを活用した農業
を行っている

140 20.5 2,371 20.8 182,576 17.0

データを活用した農業
を行っていない

542 79.5 9,031 79.2 893,004 83.0

区分
厚木市 神奈川県 全国

（９）データを活用した農業を行っている農業経営体数（2-23） 

   データを活用した農業を行っている農業経営体は 140 経営体で、農業経営体に占める割 

合は20.5％と神奈川県の割合（構成比20.8％）よりも低いものの、全国の割合（構成比17.0％） 

に比べて高くなっている。 

表８ データを活用した農業を行っている農業経営体数 

 

 

 

 

 

 

（10）主副業別農業経営体数（個人経営体）（2-35） 

   農業経営体のうち、個人経営体を主副業別にみると、厚木市においては個人経営体 670 経 

営体のうち、69.1％が副業的経営体で、次いで 22.1％が準主業経営体、8.8％が主業経営体 

であった。主業経営体の構成割合は、全国及び神奈川県の割合を下回る結果となった。 

 

図７ 主副業別農業経営体数（個人経営体） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（11）基幹的農業従事者数（個人経営体数）（2-38） 

   年齢階層別に基幹的農業従事者の構成割合をみると、15～54 歳までは、全国及び神奈川 

  県と比較して、構成割合が低く、75 歳以上では全国及び神奈川県と比較して割合が高くな 

った。 

    ８ 年齢別基幹的農業従事者数の構成割合（ 

 

 

 

 

 

 

 

 

計 670 

計 11,091 

計 1,037,231 

※計は経営体の合計 

基幹的農業従事者・・・ 
自営農業に主として従事した世帯員
のうち、ふだん仕事として主に自営
農業に従事している者 


